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【台風１５号】
１ 市内の主な被害状況（12/13現在）
（１）人的被害

・負傷者 １３人
・停電に伴う熱中症など ５３人

（２）住家被害
・全壊 １２棟
・半壊 ２００棟
・一部破損 ５，１３４棟

（３）停電
・最大 ９４，６００軒（9/9）

２ 避難者受入 最大６１２人（9/10）
※ペット 犬４匹、猫１匹

台風15・19号・10/25大雨による千葉市内の被災状況
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【台風１９号】
１ 市内の主な被害状況（ 12/13現在）
（１）人的被害

・負傷者 ４人
・停電に伴う熱中症など １人

（２）住家被害
・一部破損 ４０棟

（３）停電
・最大 １４，９００軒（10/12）

２ 避難者受入 最大２，１０６人（10/12）
※ペット 犬２６匹、猫２６匹

【１０月２５日の大雨】
１ 市内の主な被害状況（ 12/13現在）
（１）人的被害

・死者 ３人
（２）住家被害

・全壊 ４棟
・半壊 ９棟
・床上床下浸水 ７９棟

２ 避難者受入 最大６３人（10/25）

３ 帰宅困難者受入（一時滞在施設）
最大８７７人（10/26 1:00）
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・避難所における飲料水や食料の提供 ・アマゾン欲しいものリストの活用

・大型バスを配備し停電地域の市民に開放 ・ペットと同行避難できる避難所の開設

・市施設のお風呂や銭湯の無料開放 ・停電地域へのプッシュ型支援

・一時的な避難場所として利用できる宿泊施設の提供

・学校施設を活用した支援施設の設置 ・帰宅困難者のために一時滞在施設の開設

・福祉施設等への電気自動車による給電 ・移動販売車による食料・日用品等の販売

２

台風15・19号・10/25大雨への主な災害対応について
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５ 国への要望活動
県市長会・町村会
内閣官房長官
激甚災害の早期指定

内閣府(防災担当)
停電の長期化という特殊性を鑑みた
特段の措置

６ 主な支援策
（１）被災者支援 ※美浜区を除く５区役所に総合受付窓口の設置

・被災者生活再建支援・・・・住宅に著しい被害を受けた世帯に支援金を支給
・被災した住宅の応急修理・・被災した住宅の日常生活に必要不可欠な部分を市が

応急的に修理
・被災者住宅補修緊急支援・・被災した住宅の補修に対して工事費の一部を助成

（２）農業者支援 ※農政センターに相談窓口設置
・農業施設災害復旧助成
・農畜産物被害損失補償

（３）民間社会福祉施設災害復旧費助成 3

台風15・19号・10/25大雨による千葉市内の被災状況（３）
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4屋根が吹き飛んだ体育館（稲浜小） 倒木により寸断された道路（緑区下大和田）

台風15・19号・10/25大雨による千葉市内の被災状況（４）
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川崎市の協力による給水

市外から駆け付けた建設会社によるブルーシート張り 道路をふさぐ倒木の撤去

台風15・19号・10/25大雨による千葉市内の被災状況（５）
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本市は2021年（令和3年）に市制100周年を迎えます。
この記念すべき年が、千葉市に関わる全ての人々にとって、本市の

都市としての成長の歩みを振り返り、先人たちの業績に感謝をすると
ともに、本市がこれまで果たしてきた役割やその価値を見つめ直し、
これを未来へ継承、発展させていくのかを考え、行動につなげていく
機会となるように取組みを進めて参ります。
今後も千葉市政へのご理解・ご協力のほどよろしくお願いいたします。
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ご清聴ありがとうございました。


